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ぜヮ果実の原料および缶詰製品の香気寄与成分  
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ビワ（Loqun【亡血如町亡り印加血LIN口L・）は・日奉の西南暖地に原産Lたと推定吉九でいる  

‖，周質が軟らかく夢汁で甘囁と酷喋がほどよく調和Lた黒雲でぁる．鞄Lた果肉（花紺 は，  

糖分とLてはフリレクトース．スタロースを含み．還元醇が5．1～7．7％と比較的高い割合で含有与  

れ．全音薦酸の呂3％はリンゴ酸モある空〕．他の成分における大きな特徴はカロテノイド類〔ピタ  

ミンA勒力40日1U－56㈹rU■1とカリウムr2柑叩／1叩g）含量が高く．ビタミンC■（5ポ曙ノ1相方）  

とナトリウム〔1叩／IO軸）舌垂が填い点にあが＝1   

日本の主要親培晶謹は．楷升が高く大鳥の茂木と田中である1】．一栗東の端境期の5ん6月には．  

卓：大阪桁五大学農学部応用生廟化学科  

桂 本論士ほ日本食品科学工学会意．ⅤロL肌 No．・l，302←31ロほⅦ別掲載詩文を転載Lたもので晶丘．   
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ビワは特異な存在となっている机 庶科韓迷および保有中にタロロダン酸が酵素作用を安けるた  

軌加工中罪骨に褐変Lやすく取り放いが難い1果実である‖．長期保存ができないため日本で  

は缶詰にき九ることが多い．缶詰への利用は，わが国の缶詰創始者といおれる松田薙典が．明治  

1ヨ午に長崎で始咽ている封．缶割こすると還元的雰囲気のため色調をよく溜め・．貴重缶詰の中で  

も，その形態の美Lさは際立っており．粗悪的にもおいし吉舌誘う食品である．   

ビワの香気は他の果実に比べるとかなり弱い．ビワの揮発性成別こ閏－Lては．shawとⅦ刑部川削  

が7メ■リカ塵ビワ〔品瞳不詳〕の果皮整骨む果雲全件について．Fr帥Ii亡hとS亡hejerT■J■がスペイ  

ン筐ビワ（品稜不詳】の果肉について，高垣和が日本産ビワ（品種不壱割 について報告してい  

るが．ピウ加工品由揮発性成分につい寸の報告は見当たらない．   

そこで，日本醍ビワの生鮮果寛の果周とそれを用いて製琵Lたシラッナ活缶詰■〔以下ビワ缶詰  

と略す〕の揮発性成分Ⅵ同泉尾宜．香気に寄与する成分の静走．さらにビワ缶詰の保存中にお  

ける揮藩性成分の変化を調べることを目的とLて実験を行ったので報告する．本報告ほ託掛より  

寵臣連溝蒸智抽出で得られた揮悪性乾分にういてのみの儲寛■亡ある．  

葉 旗 方 法  

1．冥苫轟有料およげ試宰   

香川県葺のビワ t田中在）の生野菜実を市場から入手L実廉に供L七．ビワ町p召は4．6．属  

所計轄匠は12－であった．缶詰は製造直乱雲荘嫡ユ5ル25℃〕1ケ月■間と3ケ月間保有およぴ  

37℃．1十月間と3ケ月間保存Lたものを諌早トとLた．   

和光舵賓工卦冊製特親ジクロロメタン車軸出港媒とLで用いた．住友珊雅号樽型高純度ヘリウム  

ガス（Z町0→U）をGC－M㌢測定用に用いた．水ほ超純水喪還貴麿EL亡；ASTATUHQ把】卵⊥td．．  

L訂把Ⅰ計厄∴U∵K．）によって地理したもの春用いた．  

2．ビワシラツプ簡缶詰製造方至宝   

ビワ生鮮果稟の果理をナイフで果頼部より切断除去L．直径日m椚の円筒状のステンレス製穿  

孔暑芹で果席部より榎子に達するまで慕っ直ぐにうがち．維管束部分を掻き取り．さらに花落部か  

ら直往16打Tmの穿孔番号差込み優子lこ達するまでうがち，こ町先から踵子種り匙で種子と整腸を  

除去Lた．全試料都岡横町樺作を稗えるまで印聞．酵素的褐変防止のため．果菜は0．85％のL→  

7スコルピン醍格羅に清けた．次に90℃に加湿」た水の中で5分間ブランチングを行った．冷却  

捜．手で果皮を劃珪Lた．4号缶（ブリキ缶，天地塗装，洞内面サイドシーム部臥外野塗答申膵  

提盲別に果肉を封相克塀Lた．そ」て，製品町平衡巨Hが3．7．屈折計糖度が1呂‘となるように，  

クエン酷をロ＿豆％．L一丁スコルビン詫をロ，防％含むよう調製Lた砂糖溶根を缶tこ柑軸充填し，  

内容音量萱を亜5gとLた．チャンバーバキュームゲージの読みを一弘kp且にLた5Mバキュー  

ムシー7で巷軌低温回転殺筒碍唐用い95℃で25分間の回転（5叩印）寂荷駄缶内の泥度が  

4D℃以下になるまで配水で椅却した．一票親に供する麦で室温愉15一望5℃〕由よび恒温犀（37℃）  

に保存Lた．   

3．減圧逆転蒸留抽出法による揮莞性成分価抽出と濡簡   

試料は次のように調製篠．揮発性成分を減圧通読蒸留装置で抽出Lた．ビワ生落果実の果肉：  

転詩聖造方法と向横の方法で，果軌 果頂，碍子を除去Lた後に．芋で果皮を到底した黒内  

500gに2叩gの避親水を加ぇてホモジナイズLた韓，きらに水100月を加えたものを試料とした．  

ビワ缶詰：竺缶胡内容物全景をホモジナイズL読取とLた．2缶分のビワ貯充填重畳4軸gを武   
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熱量景・とLた．   

拭荘連諦蒸留抽出にはⅣick已rSDnとLjnkensヨlによっで青竜されSdlult王らlロ】によって改長  

さ九た莱置をほほま武道りの寸法で射乍Lたものを用いた．萎留には2口の2g丸底フラスコを  

用い，一方の口に毘匿計を取り付けた．抽出薄牲は1叩打l監事のナス塑フラスコに注入したジクロ  

ロメタン50爪慮を慣用した．冷却管には→1．ロ℃の冷媒を語頭した．蒸留フラスコの温荘が65℃と  

なっ・たときに減圧コックを閉じ，定圧状倍で2時間蒸留抽出した．抽出特級に璃願嘩とLてシク  

ロ八キサノール‖叩／1爪ゼジクロロメタン軒酎の一定量を添加軌無水硫酸ナIリウムを加  

え墟とう，脱水Lた．ダヂ≠ナダニワシュ濃寵妾置を用い助50恥ほで慣覇径．きらに．寛刑  

一光＋食塩〕中で．彗薫をシリンジ卦から吹き込んで削0餌ほで濃箭Lた．その封丑を仁妃－MS  

に住人L同定†定量するとともにAEDA印試料とLた．  

4．揮発性成分由分割．同定および定量   

揮発性成分の舟鞋．同定ほ比下のシステムで行った．〔に－MS：Hew】巳ttP且亡払出6開口シリー  

ズGC′・′MSbシステム．カ・ラム：D丑」据誠／り＆WSc血相亡），毘蔓亡泊m．内径D．ヱ5打珊．膜厚  

0．25岬．溶融シーJカキャピラートカラム．キャリアーガス：ヘリウム．練達度器亡爪／seLスプリット  

比：罰ニ1．住人口塩定ニ26D℃．カラム温度：亜℃，5分間保持．3℃ノ面□で200℃圭で昇鑑．  

トランスフT－ライン温度：25祀＿ イオン化El：7D巳V．走査：m／ヱユ0－3m．1静間1＿5邑回．   

H巳Wk廿Packard⊂be□由Ia血nSy舵mによりデータ韓軒およぴライブラリーサーチを行りた．   

マススベタいレと監ov孟tsの保持指標が標準物質と一致するものを同定とLた．   

定量は．シクロヘキサノールを内標準とL．露匿補正なLで 亡補正倍数∃‖．各成分㊥含有  

量を試めた．空乾舟同時溶出ピークはマスクロマトグラフイ一により阜成分の定量を行った．ビ  

ワ缶詰の挿籠性床廿含有畳はビワ町充填重量」王缶あたり亜Og・1を試料真意とLて計算Lた．   

5．Flavロr dll山t10n f白Gtロ「の判定   

moscbnlが提唱Lている丸和m且印加Ctdi】u【ionanalysis〔以下AED九と略す）の方法を用  

いた．G鮎亡hDmatO訂神町一口伯亡細¶e叩閥．下G仁一0と略す1を寛施L．巷成分の香気への寄  

与度を示すR即／肝dil舶血‖読加r仁山下FDね二亡ぬrと略す〕垂制定L，呑気に顕著に寄与する成  

分の弓手定を行った．   

装置は次のように選定Lた．G⊂：Shima由uG仁一9A＿ 検出器：水素灸イオン化検出器．カラ  

ム：DB－W奴亡ほWS亡ね鵬口亡〕．良書30川，内径0。53m札幌庄皿．紬仙 療融シリカキャピラ  

リーカラム．キャリ丁→ガス：ヘリウム．韓道■圧20用／蟄巳仁．注入口温度：25D℃ 亡夫ブリットレ  

ニり．カラム温度：4ロ℃，5分間保津．ヨ℃Jminで三2（I℃まで昇乱 キャビラリーカラムの出口  

をオープン内で三陸に骨髄L．一方は水素炎イオン化検出器に．もう一方は．ジーーエルサイエン  

ス簡製におい嘆ぎアダプターODO－1（エ7－フローコントローラー付1に凛揖L．揮藩性成分  

め横出およぴにおい嗅ぎが同時に行えるようにLた．   

FD指亡【Orほ．Al∃DÅに準じ．10加ほで清市Lた香気濃前軸をジクロロメタンで埠▲椚〔nニ0，  

1，2．3，も5）と段階倒に希釈L．それぞ九の希釈物をGCに封沌注入L．各揮発性成分の香l〕の  

卑苧徴を蓋記Lながら測定Lた，  

案襲結果および考胃  

1．ビワ原料果実およげ缶寓製品保存申の揮莞性成分   

原料果実の果軋缶詰梨遺直牲，宝泥で1ナ朋乳 コケ月間および 37℃でⅠケ・月間．コケ月   
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間■保有Lた缶詰型品の揮発性成分の同定，定量結果を官能基ごとに分偏しTヨb】elに示す．   

原鼎果稟で1D軸b以上存在Lた成分恨．ほト2一触姐nd・HI3．2pp帆批エana】岨5ppb〕，ト  

甘巳Ⅹanロ1伽・6ppb）．2－MetbyI加tyパ亡aC董d（17．5ppb），ほトユニ壬砧x亡か1－Ot（1ヰ．5ppb）であった．  

2－M亡thy］butyIieacidEL外は全て帝C）香り香味Lr出す成分である，2－M巳血yIbu叫亡a亡idは缶詰  

にすることによ■り急激に増加L，最大川陪以上の増加を示Lた．   

アルデヒド軌ま原卦果実の全揮発性成分の52．呂％を占めたが．缶詰にすると ほト2－H班亡n且】  

が晴柴Lたため14．2％となった．（丘ト2－H亡Ⅹ亡na】と H巳克己nalは炭素丑13の炭化水素に  

Hydr叩亡摘出del叩5eが反応L生成吉九るとい・われⅠ≡1，スペイン産ビワもH巳Ⅹ卿已l〔2，4叩J桓）  

旺ト2一恥x細江l亡】．細君／頓の順に量が争いと搾告が為るTl．pu鵬】r乱lは原得票実には存在Lな  

かりたがt缶詰型遭直襖に凪1ppbとなけ．室温1十月間接74．7ppb．37℃1ケ月間捜］氾2ppb．  

室温コケ月間牲200．5ppbゝ37℃3ケ月間捜562華pbと保存期間が長くなるにつ九て増加L．高温  

では特にその増加は顕著であった．F11げura】軋 ミガンシラアブ清畠語】11と同桂にビワ缶詰中  

保存轟件の楷標として有用であることが明らかとなった．丑巳且詔1dehyd巳は宿料黒雲では0．軸pb  

で晶ったが缶詰型遣直後に約9倍程度に増加L．その桂の保有中の変化は少なかった．5－  

M亡dlyl－2一山Ⅰザ山alは缶詰にLてから町院市中に生成L，高温で保存すると一段と増加すること  

がわかった・β－Cy亡1ロd如Ⅰは生鮮果嚢の果肉では4．5ppbで．缶詰製造直後に幻＿6ppbとなりその  

捜は故増した．β－Cy亡locjt柁lはトマト 亡ホールで3ppb〕】㌔．マテ茶］㌔．ルイボス茶1即，一線某  

亡．10押b〕l了l．マンゴーA】phonso置で1坤pb）脚，7プリコット冊奪の揮発性成分とLて見出され  

ているが，これまでビワ果割こほ見出きれていなかった．これは干し草の匂いがLた＿β－  

⊂y加cj旭璽はカロテノイドの光酸化で生成するとの報告洲も為る軌缶詰には逆児性が晶るた  

・め・．缶詰製造工程でβ→C血rOt餌eが熱分周Lβ－Cy巳加il∫alが生温紺霊－したと考えられる．  

Ph即yhc飽址hydEは原村果実モは1．晦pbであ・11．缶詰型連荘韓には1．坤pbと殿増したが．その  

稜．主題で3ケ月間保存Lても変化はほとんどなかった．LかL，37℃で3ケ月間保存するとそ  

れはほとんどなくなりた＿Ph亡画a比【a】d叫dEが田中確のビワ鹿卦某真の香気に最も離零を与え  

ている成分・であることが，G⊂－0‾Fわかった．Shawと1Ⅳil如川GIは果皮のついたアメリカ昔ビ  

ワ果実の主要な揮発性直分はf翫叫Ⅰ亡叫1a加h吼3－Hy位oxy－2－b亜爪0鴨3一馳x帥－トOt．2－  

Hex即－1一叶刑l弧ユ血亡e嘘dehydeで，最も支配的な塩分はPh即y】曲yt且】cdho！で‾ぁり．香りの  

寄与率新政い鑑別土Elhy‡拡el且隠3－M血yl＋トbu抱月ロ1．M如hy】亡iれma∬拍吼β－Iononeでぁると  

Lている．f抽出li亡hとS亡hr由r7■はスペイン塵ビワ果実にPh叩トet叫a加holの存在を確認L  

ているが，こ九が重要な香気債分であるとは言及Lておらず．p】1亡nyhce亡aldEhydEは確認してい  

ない．Phen沖亡etal由hyde■・ほ，アプリコ・yト矧．イエローパッションフルーツ2■り ．リュウガン蜂  

蜜甜，ダージリン紅茶師一別 ，ケニア蘇紅茶却等に青まれる軽薄性成分で轟11，醤油のジクロロ  

メタンによ右香味抽出物の中性画骨の王威骨矧との報告もある．   

アルコール類でほ，缶詰にすると1」執丑鋸Ⅶ1が増加L．トⅥ亡兄anO】．tZl－ユーH亡東e11」一01が液  

少Lた．Eu苫田0】は保存時間の増加中保存温憧が高くなると増加Lた．   

倍額は2－M巳叫1b叫dc且仁id以外は保存時間が長くなるにつれて増加する悟向にあった．   

エステル矧まM亡軸l亡jnnamateと芭叫】亡h巾且打紐【eが缶詰にすると生硬L．保有中の量的な  

変化はほとんど認められなかぅた．これらはG仁一0では感知きれなかった．   

ケトンま引ま，醤油にキャラメノレ臭を付与するとき九るA亡etOlが宿料果実には存在Lなかった  

机缶詰にすると生じ－訂℃で3ケ月間悍帯裡には5口碑帥まで増加Lた．LかL，GC－0では  

唇知きれなカ、った・β－Ⅰ加的eは原料果寛で5ppbであったが．缶詰にすると由．1押b七射場5  

倍に増加L．その接の保有中での増減はなくはほ一定景で姫帯Lた．こ九は．7プリコットビュ   
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ーレ．Fレ「プ．マンゴの報告3D〕やβ－Cy亡lo亡i甘aは同様飾烈に，缶詰製造工程での加熱こよ  

ってβ一缶roten亡が分解L針l｛In伽l亡が生成Lたためと考えられる・   

テクトン短は．原昇果実にも缶詰型遣直備にも確認きれなかったが十保存1ケ打間稗に帯在が  

慮認き九た．   

そ打他の成分ではDi舐叫川咽科東割こ4．7ppb存在L．缶詰にLてからは保存中に減少Lた・   

2＿ビワ原料果実と缶詰型品の香気への寄与率由扁し1成分謁よび保存中の変化   

AEDAによる香気寄与成分の探索により．鳳沖黒雲の香気に寄与率の高い成分をほ境野確認  

Lた．きちに，ビワ缶詰の香気に泰阜皐の砥い成分は．ビワ果肉の15成別＝4成分（Fur砧一己l，  

五郎ヱald巾血5－Me叫ト2一知一斑ー軋塵－E山ylb亡n毘】d仁hydE）が追加苫れた合計19成分であゥた・  

これら19成刑こついてGC－0にて確認Lた香謂をT細胞空にま七めて示す．   

AEDÅによるFDfa亡t甜¢側億においてビワ試帯は卜256町乾田でぁった．FDfact卯の埴を  

牒軸に香気債分告横軸とす為ア巨マグラムを．榎科果実の果肉（F鹿．1A〕，ビワ缶蔦製造直後  

tR邑＝引上里温で3ナ何問保存後（F直1Cl．37℃でヨ早目間保存後イF鹿．1Dlについて示す．   

原科果実では．Ph亡fly］a仁etaldEhydeがFDfac［Or＝25各を唯一示Lた■ これよIり，田中桓のビ  

ワ原料果実由香気に畳も寄与している鹿骨ほPh帥y址亡ほIdeby加であると考えら九た一  

冊帥y加已L乱川亡hydeはG■C－0ではパラ樺の香調であった・次の段階のFD泡c拍r∃64はt  

H亡X珊al（GC一口で碑巾青銅1．（gト2－H亡兄亡¶at rG仁一0で韓の昏謂1．β－Ionone把C－0でキン  
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別＿  β－lonone  

97  Et唱巳nロ】  

T鹿野奴numb打＝朝職印即d【Oth已担uml蒐門inT丘bl巳1・   
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O一帖C－0で7－‾モンド枯の香南〕町みであり．下Dract即＝4ほ，D加e叫rG仁0でパター樺  

の香罰）．1一恥Ⅹ町Ol（GC－0でヤや柚りぽい轟の香調圭】通値1801【GC－0でミカンもLく酎E  

債の軍詞1だった．円つ鮎10r＝1は．トP亡Tlt巳n一計01rG亡←0でフーゼル油市町香南）．ほト3一  

触xeロー1－Ol（GC－0で甘味を伴う繰の香調〕，≠ト亡y亡lo亡itra】（GC－0で干草荏の香詞〕．2－  

M巳叫帖止叫C且Ci郎土（GCご0でチーズ慄の香卸．Pb亡町l曲yl且加bロ1〔G仁一0で紅茶様もL  

くはバラ棟の香詞〕．EuぎenO］【G仁一Dでカーネーション桂の香苫削だった．こ軋ら由成分は．  

果寛平製品の香気に対Lて，FDf由brIこ応じた寄与をLているq）ではないかと推察される．   

ビワ折詰梨丑直捷は，原料黒雲印香気に対L最も寄与率の高かりたPll帥ylac已咄dehydeの専  

告辛が下がり rFDfa亡tOT＝64l．β－TロTtOneがFD臨c【or＝25右となりた．phenylE叫1且加hロlと  

Eu匡甜ロlはFDf如or＝三朗となり．缶詰にすることによって架品番気への宙与辛が上昇したと考  

えら九る．そして，丑en祖1dehyd巳．4－五和l晩n言出dehy血が新たにG仁一0により感知幸れた．  

旭ト2－H巳Ⅹem且1とトHexannlはG仁一0で全く認められなかった．また．Dia亡叫1，鮎Ⅹ且nal，  

■ ・          ■  ■ － ・・＝      ・・       －  

1＿ ： －≡・－－  －  

川1T Tl王■ コ■ 月 ●五 5■ 出亀Ill111▲l■ 了量 71‖ H；  

｝d▲【h ⊂叫 

R邑1R血蜘加汀〔汀山Ii中日亡h一朗Ⅵ出口訂ユmSDrm卑叩ナ亡郡山加【ロ愕lo且mmaOr加減hl叩u出r川il血Idl敗  

亡注nn七d町Odu亡Ihv九ED九   

LDquiltj5BWbuq，EEjBPnTZ血LINl）LCY・Tan遇ka．拍）・freshloqLu［frt］iL；柑1．caT］Tledprodu亡LiTImedjn［ely  
畠如「仁即ni曜こ忙）．m¶¶由prodl出S肋モdfゎーthr亡亡ⅢDnths且IrODm【亡印P由・山頂：（D）．毘nndローロ血亡l京口「已止  
forlb茫亡円冗Ⅲ1t】S且Lヨ7℃．   

T』p巴濾Mもe持仁ロ「郎pqndl口也モnU爪随一sinTdbIel．  

1D DjacerYI  19 日亡兄ann1  

3g rヱト呈－P亡nt即－1一旬】  43 トH亡X且n■01  

別 鮎n出】鮎hyde  56 Lj爪alDロⅠ  

出 Ph亡吋1ar亡utd細yde  惜 2－Metl画h叫叶k加亜  
紀 PlleIly】e【hyInkoho】 糾 β－Ⅰ8れ口n亡  

24 卜P餌t亡ロー3iD1  29【gトZ－H亡罵eれ硯1  

15 rZl－3一円e）：em－】一口1  50 Fu・rul朝  

湯 占－M血叫一豆イL打f刑1 61上卜亡叩1∝im1  

72」－Elhy貼m姐l血hydE 7百 日巳XコロOj亡a⊂jd  
打T E確聞血   
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〔Zト2一臨n妃n－1一口王，馳a¶ロicacidのFDf虻tロrは詫少Lた・   

茎温で3ケ月間保存した缶詰でもビワらLい香りを留めていたが．こ九は位雄とLて  

Pheny加亡祖Id叫曲が柑fa亡tOr＝軌β－bⅢn己がFDfac加＝256と高いことと一致Lた・  

Ph叩tet叫加oho】とE岬mOIはいず札もFD髄torが64から16と滑少し，H巳Xa血lと  

L袖山。。ⅠはFDh⊂10T＝1であった．最も含有畳の多い糾帖油川血画亡且亡id〔1師・3ppb〕ほ，  

FDfa亡触がLからヰに増加・L－た．席料果実と製造直接の缶詰においてG⊂一0では徳知き軋なか  

った．F即向一山〔G仁0で廻だし横田香執卓よぴ5－Mモ叫ト2一札前知紹ユ〔G仁一0でアプリコット  

棟の尋常jが感知きれた．こ札らは注入溶液中牙掛こより生成Lたと考えられる一（Zトユー  

H家兄亡n－ユー01とHe買姐Oi亡ad止はG仁0で感知きれなかった．   
37℃で3ケ月間保存捷は．Fur砧mlの口〕ねdoTは尉と高くなった．Pheny旭洋匝Id細yd亡の  

FDfhctロ一は16．β－IonDneのFD免亡tbrは2試であ・jた13enzBldehyde，5－MethylA2－Ehrfural1  

2－Ⅳk叫伽印加ac軋ヰー石山封be佗a抽出吋deIPh叩】已加1出口hロl由和ra仁加は4トH巳甜¶山  

とLi仙1舶tのFDfa亡10rは1となった．Di且亡e年1†（‾ヱト空一P即t餌－1－Dl．B亡nヱ旦1dllyd巳チβ－  

亡yclo亡itral．望一Meth岬軸肝k誠軋E嶋enotは悍存温度の影野を貴けなかった・1ごP亡舵ローユーOl  

はG仁一0によ町認めら丸なかった．   

37℃で3ケ月間の民有は．常温では少なくとも1年間の貯掛こ相当するが3‖．この保存条件下  

で．Pheny）a亡由1d叫dモ．Ph巳nylefh）・181coh軋He粗服I．Lina】ootは消失することなく存在L  

そ九ぞれ バラ輯．託茶様．新鮮感を感じさせる蘇の香り．果実らしきを感じきせる花帯の香り  

に轟与Lていると考えられる．  

要  約   

ビワ 侶中瞳1の席割凛漂適よぴシラブプ琵缶詰の祀庄連揖蒸留で得られた揮発性鑑別こつい  

て．Aroma∈1汀乱亡Id伽tionanalysis〔AEDAlを用いたGas亡h柑mat8訂aphy－0他亡IQme叩  

〔GCTO】による．FlavordilutjoTT血＝tDr（FDfac［ロr〕の測定を行い．原料農芸および缶詰型品の  

香気への寄与牢町高い成分を探索Lた．   

揮発性成分はGC－MS分析で7吊成分を同定Lた．原相異鼠缶詰の香気に蕃与牢の謡い塩分  

はt それぞれ15．19成分であった．   

原科果票の香気に堤も寄与率が高いと考えら牲る成分はPh亡mylaじ抽1dehy血で，G亡一0では  

バラ惜の菅調であった．そ．れに次ぐ成分は，H亡旭m机ほトヨーHe文相軋H借a皿ロiFaCid．β－  

Ionon亡であった 

一方．缶詰闇晶の香気に軌GC－0ではキンモクセイの花信印呑詞のβユーonon出場も寄与率  

が高いと考えちれ．それに次ぐ成釧まPh亡叫ac離且柑ehy血とE咽聞0】であった・缶詰にすると  

〔古トヱーH亡某甜凸】は柄柴Lた．   

ビワ缶詰は37℃で3ケ月間保存すると．β－Io■n小爪巳とPh叫巾亡拙Id色hy由のFD触：t（lr－が，そ  

れぞれ256とl伍となil，FurfhraHGC－0で軍だL悟の春吉剛 は64まで増加Lた，PherEylethy】  

北口hql，H巳Ⅹma】．Linatt血は消失することなく存在L．それぞ札紅茶桂．新鮮惑を焙じきせる  

牒の香り．果実らL－きを感じきせる花韓の香りに寄与していると考えられた．  
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